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１ 計画の推進体制 

 

本計画の基本理念及び基本目標を実現し、だれもが地域で安心して暮らすことができ

るまちづくりを進めるために、市民や団体等が主体的に活動できるようそれぞれの役割

や責務を認識しながら、相互に連携・協働していくことが重要です。 

これまでは、実施段階における参加が市民の主な役割でしたが、今後は、地域福祉へ

の理解と関心を深め、取り組みの企画、運営、評価改善まで積極的に参画するしくみに

発展させ、市民・行政・社会福祉協議会がそれぞれの役割をすすめていく必要がありま

す。 

 

（１）市民の役割 

地域福祉を推進していく力は、地域の担い手である市民です。一人ひとりが地域に

対する理解と関心を深めていくとともに、自らができることを考え、主体的に福祉活

動に参加することが求められます。 

自主的な活動を行う中で、多くの交流が生まれ、ともに支えあい、助けあう地域づ

くりが可能となります。 

また、他の団体や福祉・教育等の関係機関と連携・協力しながら、より一層地域福

祉の推進に貢献することが期待されます。 

 

（２）行政の役割 

市民一人ひとりが地域福祉の担い手として、自主的かつ主体的に活動することがで

きるよう支援する役割が求められます。 

そのため、市民、ボランティア団体、社会福祉協議会などの関係機関や団体の役割

を踏まえながら、保健・医療・福祉・介護・教育分野等との連携を強化し総合的に地

域福祉を推進していきます。 

 

（３）社会福祉協議会の役割 

地域福祉を推進するための中核として、市民や各種団体等と協働するとともに、行

政との調整役としての役割を担う必要があります。 

今後は、本計画及び年度毎の事業計画における取り組みの着実な推進とともに、継

続的な見直し・改善を行います。また、さらなる地域福祉推進のため、座談会や研修

会等を通じて地域住民との意見交換を行い、行政とともに各地域における活動の充実

を図ります。  
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２ 計画の進行管理 

 

本計画を着実に推進するため、計画の進捗状況について継続的に検証を行います。検

証にあたっては、「地域福祉計画推進連絡庁内会議」、「地域福祉推進委員会」を設置し、

必要な施策の見直しを講じるとともに、次期計画の策定における改善に反映します。 

評価においては、計画の進捗状況や施策の効果をより適切に点検・評価するための評

価方法や指標等を検討します。 

また、計画内容の見直しにあたっては、社会情勢や地域の変化を踏まえ、効果的な改

善方策を進めます。 

 

 

■計画の点検・評価のためのイメージ図 
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３ 地域福祉の推進に向けて 

 

家族や地域による支援の力が低下し、福祉ニーズが多様化・複雑化する中で、地域

全体で支える力を再構築することが求められています。今後は、自助・互助の取り組

みを育みながらも、支援を必要とする市民の個々の状況に応じて、分野を問わず包括

的に相談・支援を行うことが必要になります。 

そのためには、すべての人が世代や背景を問わず、安心して暮らせるまちづくり（全

世代・全対象型地域包括支援）が不可欠です。 

国では、団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年を目途に、重度な要介護状態とな

っても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよ

う、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシス

テム」の構築を進めています。今後もこれを着実に進めるとともに、こうした考え方

を全世代・全対象に発展・拡大させ、各制度とも連携して、新しい地域包括支援体制

の確立を目指すという考え方を示しており、本市においても検討を進めていく必要が

あります。 

 

■新しい地域包括支援体制の確立 

 

資料：平成27年９月 新たな福祉サービスのシステム等のあり方検討プロジェクトチーム・幹事会配布資料 
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